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 大阪湾の集水
面積
11,200km2

（平成19年度
大阪湾流域別
下水道整備総
合計画基本方
針）

 大阪湾の流域
人口は1,745
万人（平成26
年1月1日現在
推計人口）

出典：「大阪湾環境データベース」国土交通省近畿地方整備局



海岸線のほとんどが人工海岸の
大阪湾で

半自然海岸が広がっている

出典：「大阪湾環境データベース」国土交通省近畿地方整備局



豊かな海
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「近くて遠い大阪湾」を「身近な大阪湾」にするために、私
たちの生活の中に位置づけていく！

大阪湾

の環境

漁師が魚

をとる

みんなが
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行ってみる
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海の豊かな自然や身近な地域社会の中で

の様々な体験活動を通して、海に対する

豊かな感受性や海に対する関心等を培い、

海の自然に親しみ、海に進んでかかわろ

うとする児童を育成する。

海に親しむ

海の自然や資源、人との深いかかわ

りについて関心を持ち、進んで調べ

ようとする児童を育成する。

海を知る

海の環境について調べる活動やそ

の保全活動などの体験を通して、

海の環境保全に主体的にかかわろ

うとする児童を育成する。

海を守る
水産業や資源、船舶を用いた人や物

の輸送、また海を通した世界の人々

との結びつきについて理解し、それ

らを持続的に利用することの大切さ

を理解できる児童を育成する。

海を利用する

海洋教育パイオニアスクールプログラム



 現在小学校5校で行っている取組をさらに活性化させ、他
の学校園へと拡充させていくことをめざす

 教員の異動や退職による取組自体の減退を防ぐための実
施体制の重厚化を図る

持続可能な海洋教育体制の構築

主体・事務局：阪南市教育委員会

阪南市海洋教育推進協議会
 学識経験者
 学校長
 外部有識者
 行政職員

企画運営部会
 学校教職員
 外部有識者
 行政職員

① 教員研修会の実施
まずは子供たちと同じプログラム

② 先進事例の視察
③ 実施校への支援（定期的な専門家派遣）

学習プログラム作りのアドバイス
教員への啓発・指導

④ 合同発表会の開催
⑤ 取り組みの周知・広報

対外的な発表
実践記録集・副読本の作成

⑥ 多様な連携の推進

海洋教育パイオニアスクールプログラム



 「海に親しむ」、「海を知る」、「海を利用」、「海を守る」がKey 
Word。

 無理のない範囲でその学年に見合ったことを総合学習や社会・理科な
どの既存の授業の付加価値として行う。

 NPOや漁協など地域社会との連携（地域で既に行われている活動と
連携する）。

どうしたらよいのか？？？

1年生・2
年生

「海に親しむ」をテーマに、貝殻拾いや拾った貝殻での作品作り（貝殻アー
トなど）を行い、主に海で遊ぶことで海とのつながりを体験。

3年生・4
年生

「海を知る」をテーマに、海藻おしばや生き物観察などの体験を通じて、海
の生き物について知り、海からとれるものを使利用することを学ぶ。また、
体験時に海岸清掃を行い、漂着ごみの実態を知る。

5年生 「海を利用する」をテーマに、ワカメ養殖体験などを通じて、地域の漁業を
体験するとともに、アマモの再生活動を通じて、地域の自然環境や生き物の
果たす役割などを学ぶ。また、海洋ごみの問題を掘り下げ、人間の果たさな
くてはいけない役割を学ぶ。

6年生 「海を守る」をテーマに、稚魚放流や魚食体験（調理実習）、漁業者への聞
き書き、前年のアマモの再生活動などを通じて、食物連鎖の大切さや海の果
たす役割などを学び、海を守ることの重要性を学ぶ。

例えば・・・・



春

夏

秋

冬
アマモ播種
（種まき）

アマモの花

移植アマモ

アマモの苗

アマモ花枝採取

アマモ場再生活動

アマモの種

アマモ苗床づくり アマモ種子選別

アマモ苗移植



企業・行政・漁協・NPOとの連携

阪南市との長期間の協定による沿岸域の環境保全





出典：日本サステナブル投資研究所(JSIL) レポート

CSV（共通価値創造）
企業が地域社会と経済の発展の関係性を明らかにし、経済条件や社会状況を改善しなが
ら、みずからの競争力を高めていくための方針とその実行。

カーボンオフセットだけではない効果も



環境（場）を作ることで豊かになる



そのためには・・・
官も市民も企業も漁師も一緒に汗をかく
みんなが楽しむ
やる人・やらせる人をつくらない
成果は全員のもの（独り占め厳禁！）

とにかく継続させる事が大切！！

官も市民も企業も漁師もメリットが無ければ成立しない

官 ：いつまでも同じ事業を続けられない
市民：思いはあってもお金が無い
企業：利益に繋がる必要がある＝社内コンセンサス・株主

の理解

課題もある



観光協会
旅行会社

福祉施設
更生施設

博物館
地域活動団体

阪南市

魚庭の海
プロジェクトTeam

大学企業 海洋教育の推進/広報活動の支援
公的補助金等取得支援
国・大阪府との調整/ビジネス
マッチング

サイバーマルシェ
アンケート調査・分析

ドローン等アマモ場モニタリング
瀬戸内海のエコツーリズムとの
マッチング

漁業の観光資源化
ツアーの企画運営

生き物観察の技術指導
活動サポート

職業訓練生の派遣

地域への還元 交流人口の拡大

地域雇用の促進/職業訓練の場の提供
小学校の海洋教育スキル向上
地域内外の交流の場の提供
自然環境・漁場環境の保全・再生

地域の課題やポテンシャルを理解した連携

自然体験・レジャーの提供
新たな観光コンテンツの提供
来訪者の拠点提供
水産資源の提供（産直）



豊かな大阪湾の海に向けて

https://www.expo2025-osaka-japan.jp/overview/

https://www.expo2025-osaka-japan.jp/overview/


ご静聴ありがとうございました
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